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▲右写真中央部に築かれた輪中堤

50年ぶりに
市を襲った
大災害

そ
の
日
、
舞
鶴
を
猛
烈
な
暴
風
雨
が
襲
い
、
６
人
も
の
尊

い
人
命
を
一
夜
の
う
ち
に
奪
い
去
っ
た
。
大
地
を
削
り
、
斜

面
を
崩
し
、
一
面
に
泥
土
と
が
れ
き
を
残
し
て
東
へ
と
通
り

過
ぎ
て
行
っ
た
。
こ
れ
ほ
ど
の
被
害
は
戦
後
最
大
の
被
害
を

も
た
ら
し
た
昭
和
28
年
台
風
13
号
以
来
、
実
に
51
年
ぶ
り
と

い
う
。
由
良
川
で
は
、
20
日
午
前
中
ま
で
２
㍍
程
度
で
あ
っ

た
大
川
橋
の
水
位
が
21
日
深
夜
２
時
頃
に
は
最
高
水
位
８
㍍

10
㌢
ま
で
上
昇
し
、
流
域
の
一
面
が
濁
流
に
飲
み
込
ま
れ
た
。

志
高
で
は
立
往
生
し
た
観
光
バ
ス
が
水
没
。
暗
闇
と
激
し
い

水
流
か
ら
ヘ
リ
も
ボ
ー
ト
も
近
寄
れ
ず
、
10
月
末
の
冷
た
い

雨
風
の
中
、
乗
客
ら
37
人
が
バ
ス
の
屋
根
の
上
で
一
夜
を
明

か
し
た
。
翌
朝
、
全
員
が
救
助
さ
れ
た
様
子
は
報
道
ヘ
リ
に

よ
っ
て
全
国
へ
発
信
さ
れ
た
。

台
風
が
去
り
、
疲
れ
た
心
と
体
に
待
っ
て
い
た
の
は
「
後

片
付
け
」
で
あ
っ
た
。
道
路
・
河
川
・
橋
梁
で
５
６
３
か
所
、

建
物
被
害
で
３
，
４
０
６
か
所
な
ど
の
甚
大
な
被
害
。
た
だ
、

市
内
外
か
ら
駆
け
付
け
た
多
く
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
他
自
治

体
、
自
衛
隊
な
ど
か
ら
の
支
援
。
そ
し
て
、
全
国
か
ら
寄
せ

ら
れ
た
支
援
物
資
な
ど
の
温
か
い
人
々
の
思
い
が
あ
っ
た
。

誰
も
が
復
旧
作
業
に
全
力
を
注
い
だ
。

翌
年
５
月
に
は
由
良
川
流
域
の
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
が
作
成

さ
れ
、
加
佐
地
域
で
全
戸
配
布
さ
れ
た
。
由
良
川
下
流
域
で

取
り
組
ま
れ
て
い
た
輪
中
堤
の
建
設
や
宅
地
か
さ
上
げ
な
ど

の
水
防
災
事
業
も
こ
の
災
害
を
教
訓
に
大
き
く
加
速
。
ま
た
、

水
没
し
た
バ
ス
の
話
は
、
絵
本
や
紙
芝
居
な
ど
に
な
っ
て
子

ど
も
達
に
伝
え
ら
れ
た
。
悲
し
い
記
憶
は
忘
れ
た
く
と
も
、

教
訓
は
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
思
い
が
人
々
の
胸
に
は

あ
っ
た
。

あ
れ
か
ら
お
よ
そ
15
年
。
台
風
や
豪
雨
が
全
国
各
地
を

襲
い
、
被
害
が
絶
え
な
い
。
一
方
、
市
で
は
、
明
る
い
う
ち

か
ら
避
難
情
報
を
発
表
す
る
な
ど
、
早
め
早
め
の
避
難
を
呼

び
か
け
て
い
る
。
ま
た
、
交
通
機
関
の
運
休
や
イ
ベ
ン
ト
な

ど
の
中
止
は
以
前
よ
り
早
い
段
階
か
ら
発
表
さ
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
と
感
じ
る
。
全
国
的
に
災
害
に
対
す
る
考
え
方
や
対

応
が
変
わ
っ
て
き
て
い
る
こ
と
を
感
じ
た
。
大
き
な
工
事
や

整
備
に
は
時
間
が
か
か
る
が
、
災
害
は
待
っ
て
は
く
れ
な
い
。

無
理
を
し
な
い
、
命
を
守
る
。
と
い
う
考
え
方
が
人
々
の
心

へ
根
付
い
て
き
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

INTERVIEW

台風23号を受け、輪中堤
（集落を囲うように設置
する大規模な堤防）の建
設や宅地かさ上げの水防
災事業整備期間が大幅に
短縮されました。また、加
佐地域だけでなく、高野川
流域や伊佐津川河口部な
どで総合的な治水対策も
進められています。

　平成16（2004）年10月20日から21日にかけて本市
を襲った台風23号。由良川などが氾濫したほか各地で
土砂災害や暴風の被害を受けた。その後、これを教訓に
ハザードマップの作成や輪中堤の設置が進んだ。

水害と向き合って生きる

INTERVIEW

当時、東消防署で災害対応をしており、屋根が飛びそうなど
の通報に出動したり、避難していない人がいないかパトロール
するなど、出動し戻ってきてはまた次の出動と休みなく、隊員と
車両はフル稼働の状態でした。通常は出動するメンバーは固定
されているのですが、この日は動ける者で出動するような場合
もありました。

20日の18時ごろ、河辺川流域が増水・氾濫し、工場に取り残
された人がいるとの通報を受け出動しました。現場では胸の高
さまで水に漬かり、流速も早く、足を取られれば自分たちも命は
ないという状況でした。ボードなどで無理に避難すると流され
る可能性があると判断し、水位が下がるのを待つことにしまし
た。大浦地区であの規模の浸水が起こったのは初めての経験
で、台風の規模の大きさを物語っていました。

夜が明けると消防本部は由良川で水没したバスの乗客の皆
さんを海上自衛隊や海上保安庁のヘリか
ら引き継ぎ、病院へ搬送するなど、救急で
の出動が増えていきました。

経験ない規模の浸水も

❖アテネ五輪開催。ゆずの「栄光の架橋」がNHK公式テー
マソングに。北島康介選手の「チョー気持ちいい」が流行語
に❖新札が発行される（野口英世、樋口一葉、福沢諭吉）。旧
札は夏目漱石、新渡戸稲造、福沢諭吉❖東北楽天ゴールデ
ンイーグルスが新たにプロ野球に参入

平成 16 年ってどんな年？

平成の

輪中堤

災害

平成16年  23号台風

台風当日は、大波の職場から上東の自宅へ帰ろうとすると
道路が寸断されていて、家にいる家族に電話すると「危険だか
ら今は帰ってこないで」と言われ、家に帰れたのは翌日の昼前
でした。この台風被害で加佐全体に「もう水はこりごりだ」とい
う思いが高まり、輪中堤の話が次 と々進んでいきました。志高・
水間に続いて、私の住む上東地区も輪中堤の築堤に向けて話
し合いが始まりました。農地が堤防になることや堤防の外側の
農地へ行きにくいなど、築堤に消極的な人もいましたが、やはり
あの台風を思い出すと背に腹は代えられないというところも
あって、地域として合意に至りました。その後、大きい台風や豪
雨があるたびに「堤防がなければどうなっていたか」と安全と
安心を感じられています。しかし、内水被害などの問題も残っ
ており、由良川といかに付き合っていくか
は加佐地域にとって避けられない宿命な
のかとも思っています。

東消防署
酒井 忠大さん

上東

上東

大川橋

現在点線のように輪中堤が設置されている

下東でも築堤が進んでいる

丸田東

八田

▲由良川の増水で山裾まで一面が浸水した（福知山河川国道事務所提供）

丸田東では宅地かさ上げ事業が進んでいる

19 年　ダイワボウ舞鶴工場火災が発生。鎮火ま
で 13 時間を要する平成最大規模の火
災となった

24 年　豪雪で、観測史上最高となる市街地 87
㌢の積雪。松尾で 224㌢の積雪

25 年　台風 18 号で由良川など市域河川が増
水。全壊、半壊、床上浸水が多数発生

29 年　台風 21 号によって市内全域で浸水被害
多数発生

30 年　７月豪雨。市内で死者１名。由良川や高野
川、伊佐津川で増水。各地で土砂災害も国
道 27 号真倉で大規模な崩落発生

連 載【特集】 「平成の舞鶴」を振り返る


